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品種名 平成30年度 令和元年度 令和２年度

ひとめぼれ 938 1,291 1,787

つきあかり 0 544 641

計 938 1,835 2,428

１．輸出用米の取り組み状況

●輸出用米の生産量 （単位：トン）

主食用米の消費減少の中、農家所得の向上と将来の販路拡大を見据え、平成30年度に大手米卸業者で
ある㈱神明の提案をきっかけに、輸出の取組を開始した。
輸出用米に取り組む生産者は、説明会等を通じ、平成30年度の235人から、令和２年度には474人に

増加した。
単協では国内最大級の輸出量であり、令和２年度には輸出開始当初の目標である輸出量2,000トンを

達成した。輸出先は、香港を中心にアメリカ、タイなどとなっている（令和元年度の香港への輸出量に
ついては、平成30年度の２倍以上に増加）。
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品目 平成30年度 令和元年度 令和２年度

主食用米 8,362 7,985 8,287

備蓄用米 47 131 155

加工用米 89 48 41

飼料用米 621 478 290

輸出用米 168 329 435

●作付面積の推移 （単位：ｈａ）



２．輸出用米の生産拡大に向けた課題等
令和２年度の輸出用米の作付面積は435haと拡大しているが、管内の米作付面積全体の約５％に過ぎ

ず、更に拡大できる余地があるが、外国産米との価格差がネックになっている。
また、輸出事業者からは、輸出に向けた課題として、低価格で安定した品質の米穀を供給することが

求められている。
このため、つきあかり等の多収性品種（※）の導入等による低コスト生産を推進することにより、輸

出用米の生産拡大を図る。
※ 「つきあかり」は「ひとめぼれ」より10％程度収量が多い。
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●香港の販売先及び宮城県登米産米のＰＲ



ＪＡみやぎ登米の概況

＜参考＞

・当JAは、宮城県の北部、岩手県の県境に位置。

・平成10年４月に登米市（旧登米郡）８町８JAが広域合併して

発足。

・先端農業に関する戦略的なパートナーシップを商社と締結し、

最新ドローンの導入試験などを実施。

・「米・畜産・園芸」の三本柱を基軸とし、有機物を施用した

環境保全型農業を推進。

組合員数： 15,584人

貯金： 1,326億円

貸出金： 342億円

長期共済保有高： 5,490億円

購買品供給高： 91億円

販売品取扱高： 173億円

（うち、米穀78億円、園芸18億円、畜産76億円）
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